
医
療
生
協
は
、
健
康
づ
く

り
の
三
本
柱
と
し
て
①
健
康

チ
ェ
ッ
ク　
②
健
診
・
検
診　

③
健
康
づ
く
り
活
動
を
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
健
診
・
検
診
を

受
け
て
い
な
い
組
合
員
を
な
く

す
活
動
を
班
や
支
部
で
旺
盛
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
す
べ
て

の
医
科
事
業
所
で
特
定
健
診
が

取
り
組
ま
れ
ま
す
。
今
回
は
、

高
松
平
和
病
院
の
特
定
健
診
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
各
事

業
所
で
若
干
内
容
に
違
い
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
は
各
事
業
所

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）。
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出資金のお問い合わせは
総務部（平和病院内）
（087）833-8113

組合員数 45,956人
出資金額 920,829千円
一人平均出資金額 20,054円
 (2014年5月30日現在）

ホームページ http :  //www.kagawa.coop/

〒760-0073
高松市栗林町1-3-24

TEL（087）812-6301
TEL（087）833-8115
TEL（087）888-7172
TEL（087）812-5331

本 部
組 合 員 活 動 部
高松南組合員センター
高松東組合員センター

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
と
し
て
、

胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
骨
密
度

測
定
の
追
加
検
査
も
受
け
や
す

健
診
担
当
医
の
着
任
で

受
け
や
す
さ
が
拡
大

（
高
松
平
和
病
院
）

く
な
り
ま
し
た
。
ご
自
分
の
健

康
状
態
を
知
る
た
め
に
も
特
定

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た

社
保
特
定
健
診
、
建
設
国
保
特

定
健
診
も
同
様
に
受
診
で
き
ま

す
。
そ
の
他
が
ん
検
診
と
し

て
、
大
腸
が
ん
、
前
立
腺
が

ん
・
乳
が
ん
検
診
も
同
時
に
お

受
け
く
だ
さ
い
。

平
日
忙
し
く
な
か
な
か
健
診

を
受
け
ら
れ
な
い
方
を
対
象

に
、
毎
年
日
曜
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
七
月
二
十
七
日
、

組
合
員
限
定
の
完
全
予
約
制
で

す
。ご

希
望
の
方
は
「
平
和
病
院

健
康
づ
く
り
課
」、
ま
た
は
班

や
支
部
を
通
じ
て
組
合
員
活
動

部
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

医
療
生
協
の
健
診
結
果
表

は
、
今
回
の
健
診
結
果
に
加
え

過
去
四
年
間
分
の
（
医
療
生
協

で
受
け
た
）
健
診
結
果
を
ま
と

め
た
経
過
グ
ラ
フ
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
体
重
か
ら
血
圧
・
肝

機
能
系
脂
質
系
の
血
液
検
査
等

を
、
過
去
五
年
間
わ
か
り
や
す

く
グ
ラ
フ
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
年
の
結
果
表
だ
け
を
渡

す
医
療
機
関
が
ほ
と
ん
ど
の
中

で
、
医
療
生
協
は
、
こ
の
経
過

グ
ラ
フ
に
こ
だ
わ
り
継
続
し
て

い
ま
す
。
利
用
者
か
ら
も
「
グ

ラ
フ
に
し
て
い
る
の
で
見
や
す

く
わ
か
り
や
す
い
。
検
査
の
診

今
年
も
や
り
ま
す
！

７
／
27 

日
曜
健
診

見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

五
年
経
過
健
診
結
果
表

こ
こ
が
ち
が
う
︒
医
療
生
協
の
特
定
健
診

身長・体重を測定し、標準体重・肥満度を算出します。
太りすぎは、成人病の引き金になります。

202020202014 202020202014

体 # # # # # ＧＯ# # # # #

BM# # # # # Ｇ # # # # #

■標準体重のだし方・・・・・・ γ # # # # #

■ＢＭＩ肥満度のだし方・・・・

・ストレスをためない。
未満

・睡眠は十分に。過労は避ける。

202020202014 202020202014
最 # # # # # 中 # # # # #
最 # # # # # Ｈ # # # # #

ＬＤ# # # # #

・禁煙・禁酒

卵（特に卵黄）   霜降り牛肉　 牛乳・乳製品　   レバー    洋菓子   魚卵・いか・えびなど

WHO血圧レベルの定義と分類

野菜類　　    きのこ類　　　  海藻類　    こんにゃく類　     植物性油　  　青身魚など

＊収縮期血圧と拡張期血圧の分類が異なる人には、高いほうの分類を採用する。

●メタボリックシンドロームの診断基準
202020202014 （日本内科学会誌2005） 202020202014

腹 # # # # # おへその高さの腹囲 空 # # # # #

男性８５cm以上、女性９０ｃｍ以上 Hb# # # # #

# # # # #

中性脂肪１５０㎎/㎗以上 JDS

ＨＤＬｺﾚｽﾃﾛｰﾙ４０㎎/㎗以下 # # # # # NGSP（計算）

の一方または両方 NGSP

収縮期血圧１３０㎜Hg以上
拡張期血圧８５㎜Hg以上

の一方または両方
空腹時血糖値１１０㎎/㎗以上

様　　5年間の経過グラフ平和　太郎

ＢＭＩ ＝ 

身長（m）×身長（m）×22

身長（m）×身長（m）
体　重（㎏）

体重・ＢＭＩ

糖尿病は、インスリンの作用が不足している病気です。糖
尿病の誘因となるのは、食べ過ぎ、運動不足、ストレス、
アルコールの飲み過ぎなどです。また、遺伝的な素因とも
関係しているので、血のつながった人に糖尿病の人がい
る場合には特に注意が必要です。

　高血圧と言われたら、生活上の改善をすることが大切です。特に塩
分のとりすぎや喫煙、肥満を解消しましょう。境界域高血圧の人も過
労や、強度のストレス、便秘や寒冷刺激で急激に血圧が上がること
もあるので注意しましょう。

・適度な運動を心
がけましょう。

・減塩の工夫をしま
しょう。

分類
至適血圧

正常血圧

高値正常血圧

高血圧（軽症）
（境界高血圧）

109
（90
100160

94）
～ 179

(140
～
～

80未満

85未満

99

85 ～

90 ～

ＢＭⅠ

26.5

～ 159

～

高血圧（中等症）
～ 149)

130

140

139

20
20

やせぎみ

120未満

以上

130未満

収縮期血管（㎜Hg）

普通

腹囲

血圧

～ 24
24.1 ～ 26.4太りぎみ

太りすぎ

180以上

・アルコール・カフェインを飲み
すぎない

肝機能系

脂質系

89

高血圧は自覚症状がなくても、放っておくと脳卒中をはじめ、腎臓や
心臓にも悪影響を及ぼします。

ＧＯＴ、ＧＰＴは、肝臓、胆道系の病気の有無をみるスク
リーニング的検査です。γ-GTPは肝炎、胆道系の疾患
のほか、アルコールのとりすぎで上昇します。

　自己管理のポイントは、不摂生な生活を改善し、肝臓を
いたわる生活を心がけることです。

コレステロールや中性脂肪が高い状態を高脂血症とい
い、心筋梗塞や脳梗塞などの原因となる動脈硬化を促進
します。ＨＤＬコレステロールは善玉コレステロールといわ
れ、血管壁から悪玉コレステロールを取り除く働きがあり
ます。
　高脂血症といわれたら、3～4ヶ月に１度、定期的に血液
検査をしましょう。

判定

拡張期血管（㎜Hg）

110以上

糖尿病系

①に加えて、②から④の２つ以上に当てはまる場合に、メタボリック
シンドロームと診断される。

①内臓脂肪の蓄積
　　（腹部肥満）

②高脂血症
　　（脂質代謝異常）

③高血圧

④高血糖

（腹部ＣＴによる内臓脂肪面積100㎠以上に相当）

高血圧（重症）

《安静時血圧》140～90㎜Hg未満を保ちましょう。
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コレステロールを減らす食品

肥満度チェック！

改善ポイント

ライフスタイルの改善

コレステロールをふやす食品

断
基
準
や
具
体
的
な
生
活
改
善

プ
ラ
ン
も
書
い
て
い
る
の
で
参

考
に
な
る
」
と
大
好
評
で
す
。

毎
年
班
で
ま
と
ま
っ
て
の
受

診
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
度
の
特
定
健
診
は
、
組
合

員
さ
ん
を
中
心
に
、
ご
近
所
や

お
知
り
合
い
も
含
め
「
三
人
そ

ろ
っ
て
特
定
健
診
受
診
」
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

三
人
以
上
で
申
込
み
し
て
い

た
だ
い
た
場
合
は
︙

●
日
曜
健
診
や
昼
健
診
時
の

無
料
送
迎

●
骨
密
度
測
定
を
特
別
価
格

で
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
班
会
で
健
診
結
果
の
説
明

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

集
団
で
気
軽
に
受
け
て
頂

き
、
健
康
づ
く
り
に
繋
が
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

誘
い
合
っ
て

「
三
人
そ
ろ
っ
て
健
診

受
診
」を
合
言
葉
に
…

受付
時間

8:30
～ 11:30

13:30
~15:00

15:30
～ 16:30

月 ○ ◎ ○
火 ○ × ○
水 ○ × ○
木 ○ × ×
金 ○ ◎ ○
土 ○ × ×
◎は健診担当の医師がいます。

お忘れなく!!

●保険証
●健診受診券
（自治体から送
付されます）

これが
大好評

の5年
経過グ

ラフ!
!
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支 部 総 会

多
度
津
支
部
総
会
は
、
午
前

十
時
か
ら
高
口
支
部
長
宅
で
開

か
れ
ま
し
た
。（
組
合
員
・
職

員
合
わ
せ
て
二
十
二
名
が
参

加
）ま

ず
、
高
口
支
部
長
か
ら
五

月
三
日
の
九
条
の
会
へ
の
参
加

の
お
礼
と
、
戦
争
の
最
後
の
兵

隊
と
し
て
参
加
し
た
大
変
さ
、

ま
た
男
性
だ
け
で
な
く
女
性

も
、
多
度
津
か
ら
大
阪
や
神
戸

の
兵
器
工
場
に
挺
身
隊
と
し
て

参
加
し
た
人
た
ち
が
い
た
こ
と

な
ど
、
憲
法
九
条
の
大
切
さ
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

近
藤
理
事
か
ら
は
、
今
回
の

一
宮
支
部
総
会
は
由
緒
あ
る

田
村
神
社
の
五
楽
殿
で
開
催
し

ま
し
た
。

地
域
の
中
で
高
齢
者
が
増

え
、
ま
た
現
在
ご
家
族
の
介
護

を
経
験
し
て
い
る
組
合
員
さ
ん

も
い
る
た
め
、
医
療
生
協
介
護

福
祉
部
か
ら
、
山
本
部
長
に
来

て
い
た
だ
き
現
在
の
介
護
保
険

制
度
の
概
略
と
、
今
後
国
が
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
改
定
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
具
体
的

に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
昼
食
の
お
弁
当
を
食

べ
な
が
ら
も
介
護
保
険
の
利
用

に
つ
い
て
忌
憚
な
い
意
見
や
質

問
が
飛
び
、
山
本
部
長
に
加
え

実
際
に
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て

い
る
参
加
者
も
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
り
と
、
活
気
あ
ふ
れ
る
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

支
部
長　

川
西
美
佐
子

志
度
支
部
は
、
運
営
委
員
会

の
体
制
が
大
き
な
困
難
に
直
面

す
る
中
で
今
年
度
の
支
部
総
会

を
迎
え
ま
し
た
。

総
会
の
準
備
の
中
で
若
い
運

営
委
員
へ
の
世
代
交
代
も
図
ら

れ
十
八
日
に
開
か
れ
た
支
部
総

会
で
は
、
新
し
い
運
営
委
員
を

選
出
し
、
支
部
長
を
中
心
に
団

結
、
明
る
く
、
再
出
発
に
ふ
さ

わ
し
い
総
会
に
な
り
ま
し
た
。

「
地
域
の
様
々
な
団
体
や
行

政
等
と
の
協
同
を
広
げ
て
い

く
」
な
ど
の
方
針
も
前
向
き
に

積
極
的
に
受
け
止
め
る
こ
と
が

で
き
る
香
川
医
療
生
協
の
支
部

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
活

動
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

常
務
理
事　

間
嶋
啓

六
月
二
十
二
日（
日
）ホ
テ
ル　
パ
ー

ル
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
第
三
十
五
期
通
常

総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
度

香
川
医
療
生
協
の
運
動
と
事
業
を
進
め

る
目
標
や
課
題
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
四

月
～
五
月
に
各
地

で
支
部
総
会
が
工

夫
を
こ
ら
し
て

開
か
れ
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
の

各
支
部
で
の
夢

プ
ラ
ン
を
着
実
に

実
現
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

恒例…小西金太郎さんによる
風刺ネタに大爆笑！

運
営
委
員
、
世
代
交
代
で
再
出
発

志
度
支
部
総
会
盛
り
上
が
る

東
讃
ブ
ロ
ッ
ク
・
志
度
支
部

5/18
日

高口支部長が ヴァイオリン演奏も披露！

新体制で明るく元気にスタート

総
会
で
学
習
！介護

保
険
の
今
後
は
ど
う
な
る
？

西
ブ
ロ
ッ
ク
・
一
宮
支
部

4/20
日

“
最
後
の
兵
隊
” “
戦
争
体
験
”

支
部
長
が
語
る「
憲
法
九
条
の
大
切
さ
」

西
讃
ブ
ロ
ッ
ク
・
多
度
津
支
部

5/16
金

各地で支部総会が開催！

Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
禁
煙
デ
ー
と

歯
と
口
の
健
康
週
間
の
取
組

香
川
医
療
生
協
で
は
昨
年
よ

り
香
川
大
生
協
の
学
生
委
員
会

と
共
同
で
香
大
生
協
の
食
堂
前

で
「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
禁
煙
デ
ー
と

歯
と
口
の
健
康
週
間
」
の
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
香

川
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
工
事

の
関
係
で
少
し
遅
め
の
六
月
九

日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
の
で

禁
煙
に
お
い
て
は
パ
ネ
ル
展
示

の
み
で
啓
蒙
し
、「
歯
と
口
の

健
康
週
間
」
を
メ
イ
ン
に
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
隣
で
組
合
員

に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行
い

ま
し
た
。

へ
い
わ
歯

科
よ
り
歯
科

衛
生
士
一

名
、
歯
科
技

工
士
一
名
に

協
力
し
て
い

た
だ
き
、
歯

科
相
談
と
サ
リ
バ
ス
タ
ー
（
唾

液
中
の
潜
血
濃
度
を
判
定
）
を

行
い
ま
し
た
。
学
生
委
員
会
か

ら
は
八
名
参
加
し
、
事
前
に
準

備
し
た
喫
煙
と
歯
磨
き
に
つ
い

て
の
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い

同
時
に
参
加
の
声
掛
け
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
合

員
と
組
合
員
活
動
部
職
員
九
名

で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
健
康
相

談
、
声
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
の
昼
食
休
憩
の
一
時
間
で

の
取
組
で
、
午
後
か
ら
の
授

業
と
の
関
係
も
あ
り
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
二
十
名
、
サ
リ
バ
ス

タ
ー
十
名
程
で
少
し
残
念
で
し

た
が
、
学
生
委
員
会
の
皆
さ
ん

が
と
て
も
協
力
的
で
食
堂
内
に

ま
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
っ

て
く
れ
七
十
三
枚
の
ア
ン
ケ
ー

ト
が
回
収
で
き
ま
し
た
。

今
日
が
、
自
分
の
歯
や
口
の

事
、
体
の
事
を
振
り
返
り
、
大

切
に
す
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
の

み
の
掲
示
に
な
り
ま
し
た
が
喫

煙
に
よ
る
害
を
知
っ
て
い
た
だ

き
一
人
で
も
多
く
の
方
が
禁
煙

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

歯科相談・サリバスター健康チェック・健康相談
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通
常
総
代
会
の
議
案
を
、
わ
か

り
や
す
く
紙
芝
居
に
し
て
説
明

が
あ
り
、
善
通
寺
診
療
所
の
吉

田
看
護
師
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
そ
っ
て
善
診
の
仕
事
内
容
を

詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

支
部
か
ら
は
、
活
動
報
告
・

会
計
報
告
・
今
年
度
の
活
動
計

画
が
出
さ
れ
、
新
し
く
交
代
さ

れ
た
運
営
委
員
二
名
の
方
も
紹

介
さ
れ
、
最
後
は
亀
山
議
長
の

ま
と
め
で
、
無
事
に
総
会
を
終

了
し
ま
し
た
。

運
営
委
員　

古
本
幸
子

鶴
尾
支
部
総
会
は
、
平
和
病

院
整
形
外
科
の
高
橋
啓
太
先
生

を
お
招
き
し
て
、
骨
粗
鬆
症
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。
骨
の
材
料

と
な
る
食
材
を
積
極
的
に
食

べ
、
よ
く
歩
く
。
太
陽
を
浴
び

て
歩
く
こ
と
を
生
活
の
中
に
取

り
入
れ
、
骨
に
負
荷
を
か
け
た

運
動
も
大
切
と
の
事
で
し
た
。

去
年
取
り
組
ん
だ
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
は
組
合
員
以
外
に
も
声

を
掛
け
、
四
十
名
が
挑
戦
。

そ
の
後
未
加
入

者
も
加
入
し
て
く

れ
ま
し
た
。
七
月

か
ら
始
ま
る
特
定

健
診
も
み
ん
な
で

受
診
し
、
体
に
留

意
し
て
過
ご
そ
う
と
話
し
合
い

ま
し
た
。

二
〇
一
五
年
か
ら
医
療
介
護

の
仕
組
み
が
変
わ
り
ま
す
。
ど

う
変
わ
る
の
か
、
支
部
で
講
師

を
招
い
て
学
習
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
障
害
者
や
、
弱
い
存

在
の
人
に
も
手
を
差
し
伸
べ
心

に
寄
り
添
い
慈
し
む
、
そ
ん
な

社
会
に
な
る
よ
う
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
。

運
営
委
員　

尾
形
房
子

玉
藻
支
部
総
会
が
、
担
当
理

事
、
職
員
を
含
め
三
十
四
名
で

東
山
崎
町
の
神
明
殿
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
高
松
協
同
病
院

か
ら
は
、
バ
デ
ィ
職
場
の
長
尾

副
部
長
が
参
加
さ
れ
、
連
帯
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者

を
な
く
し
た
い
︙
と

の
思
い
か
ら
作
っ
た

「
あ
す
な
ろ
会
」
の

活
動
の
紹
介
と
「
脳

い
き
い
き
班
会
」
と

は
？
の
説
明
を
し
ま

し
た
。

脳
い
き
い
き
班
会

を
終
了
し
た
ほ
た
る

班
・
た
ん
ぽ
ぽ
班
の

方
か
ら
「
終
了
後
も

脳
い
き
い
き
五
个
条

を
意
識
し
て
い
る
︙
」
な
ど
の

感
想
を
の
べ
て
い
た
だ
き
、「
脳

い
き
い
き
班
会
」
を
や
っ
て
み

た
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
な

ど
実
り
あ
る
総
会
で
し
た
。

副
支
部
長　

鎌
田
屋
須
子

香
南
町
支
部
は
、
昨
年
よ
り

再
構
築
に
向
け
「
手
配
り
さ
ん

の
集
い
」
や
「
骨
粗
鬆
症
の
勉

強
会
」
を
開
き
、
少
し
ず
つ
活

動
を
始
め
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
や
っ
と
の
思
い
で
今

年
「
香
南
町
支
部
総
会
」
を
開

催
出
来
ま
し
た
。
参
加
メ
ン

高橋啓太医師

弱
者
に
も
や
さ
し
い
支
部
を
目
指
し
て

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
・
鶴
尾
支
部

5/17
土

バ
ー
の
話
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を

拾
い
上
げ
、
ま
ず
は
土
台
作
り

で
す
。「
明
る
く
、
楽
し
い
支

部
作
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
組

合
員
さ
ん
が
主
役
の
支
部
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

運
営
委
員
も
初
め
て
の
事
ば

か
り
で
、
右
往
左
往
で
す
が
、

地
域
の
中
で
、
楽
し
く
仲
間
を

増
や
し
健
康
に
つ
い
て
少
し
ず

つ
学
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

支
部
長　

田
中
憲
夫

数
年
ぶ
り
の
総
会
は
大
成
功
！

南
ブ
ロ
ッ
ク
・
香
南
町
支
部

4/20
日

みんなが主役！香南町支部再建

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
な
く
し
た
い
！

東
ブ
ロ
ッ
ク
・
玉
藻
支
部

5/20
火

ますます広がる「脳いきいき」班会

広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら

六
十
九
年
目
の
今
年
、
原
水
爆

禁
止
国
民
大
行
進
は
、
核
兵
器

の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現
を

め
ざ
し
て
、
五
十
六
年
間
続
い

て
い
ま
す
。

行
進
は
す
べ
て
の
都
道
府
県

を
通
過
し
、
香
川
で
も
多
く
の

参
加
を
得
て
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、「
行

進
し
た
く
て
も
で
き
な
い
組
合

員
が
平
和
行
進
に
協
力
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
意
見

を
き
っ
か
け
に
、
行
進
の
参
加

者
に
お
接
待
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

六
月
九
日
、
塩
江
支
所
を
出

発
す
る
コ
ー
ス
の
途
中
、
南
組

合
員
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
決
ま
り
、
冷
た
い
飲
み

物
、
お
し
ぼ
り
な
ど
を
準
備
し

て
、
行
進
し
て
こ
ら
れ
た
方
々

を
、
心
か
ら
ね
ぎ
ら
お
う
と
組

合
員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

十
四
時
五
十
分
、
真
夏
の
よ

う
な
日
差
し
の
中
六
名
の
方
が

セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
さ
っ

そ
く
お
接
待
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
冷
た
い
お
し
ぼ
り
が
あ

り
が
た
い
。」「
行
進
の
途
中
で

お
茶
や
ア
イ
ス
を
も
ら
え
る

な
ん
て
」
と
大
変
喜
ば
れ
、

「
来
年
も
こ
の
コ
ー
ス
を
歩
く

よ
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
お
接
待
を
担
当
し
た
組
合

員
は
、「
こ
ん
な
に
喜
ば
れ
る

と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
」

「
や
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
慨

も
ひ
と
し
お
。

休
憩
が
終
わ
る
と
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
塩
江
街
道
ま
で
の
約

三
十
メ
ー
ト
ル
を
一
緒
に
歩
き

ま
し
た
。「
一
歩
で
も
二
歩
で

も
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。」

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
こ
の
言

葉
を
実
際
に
体
験
で
き
た
こ
と

は
原
水
禁
運
動
の
広
が
り
を
感

じ
さ
せ
ま
し
た
。
最
後
に
行
進

の
無
事
を
祈
っ
て
、
全
員
で
お

見
送
り
し
ま
し
た
。

香
川
に
は
お
遍
路
文
化
と
と

も
に
お
接
待
の
心
が
根
付
い
て

い
ま
す
。
平
和
行
進
で
も
そ
の

心
が
発
揮
で
き
た
こ
と
は
、
今

後
の
取
り
組
み
に
も
引
き
継
が

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

太
田
支
部　

穴
吹
美
津
江

歩
け
な
く
て
も
「
お
接
待
」
で

平
和
行
進
に
参
加
!!心温まる お接待風景でした
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ど
の
年
代
で
あ
っ
て
も
、

お
薬
の
こ
と
、
最
近
で
は
サ

プ
リ
メ
ン
ト
（
栄
養
補
助
食

品
）
も
含
め
て
多
く
の
方
が

高
い
関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

①
お
薬
の
服
用
上
の
注
意

や
副
作
用
な
ど
が
不
安

②
残
っ
て
い
る
薬
を
保
存

し
て
い
て
使
い
た
い

が
、
お
薬
の
使
用
期
限

は
あ
る
の
？

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
利
用

を
す
す
め
ら
れ
た
が
本

当
に
大
丈
夫
？

④
Ｔ
Ｖ
で
よ
く
宣
伝
し
て

い
る
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な

ど
の
効
果
は
？�

薬
と

併
用
は
大
丈
夫
？

⑤
家
族
が
在
宅
で
療
養
し

て
い
る
が
お
薬
の
管
理

や
薬
局
へ
行
く
の
が
大

変
な
ど
薬
剤
師
さ
ん
に
聞
い

二
〇
一
三
年 
健
康
チ
ャ
レ

ン
ジ
は
、
一
八
〇
〇
名
の
皆
さ

ん
が
登
録
し
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
高
松
市
で

は
「
す
こ
や
か
高
松
21
」
の
健

康
づ
く
り
実
践
団
体
の
と
り
く

み
と
し
て
自
治
体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら

は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間
終
了
後

も
い
い
健
康
習
慣
が
続
い
て
い

る
」「
毎
日
の
生
活
に
い
い
変

化
が
で
き
た
」「
家
族
で
取
り

組
め
て
よ
か
っ
た
」「
地
域
で

健
康
づ
く
り
の
輪
が
で
き
た
」

な
ど
多
く
の
う
れ
し
い
感
想
や

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ひ
き

つ
づ
き
、
今
年
度
も
さ
ら
に
取

り
組
み
が
広
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

二
年
後
に
は
、
一
万
人

が
参
加
す
る
取
り
組
み

め
ざ
し
て

み
な
さ
ん
の
要
求
に
マ
ッ
チ

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
の
充

実
、
地
域
で
の
協
同
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
広
げ
、
二
年
後
に

は
、
一
万
人
が
参
加
す
る
取
り

組
み
と
し
て
地
域
で
の
健
康
な

町
づ
く
り
へ
の
お
役
に
立
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
取
り
組
み
の
ポ

イ
ン
ト

①
今
年
は
、
み
な
さ
ん

が
こ
れ
ぞ
と
思
う
、
定
着
さ

せ
た
い
健
康
習
慣
に
再
び

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う

②
一
人
で
も
二
人
で
も
周
り
の

人
に
声
を
か
け
て
一
緒
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う

③
全
県
で
行
政
や
地
域
で
の
協

同
を
広
げ
、
実
践
交
流
会
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
今
年
は
、
何
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
か
？
」

昨
年
、
残
念
な
が
ら
ゴ
ー
ル

で
き
な
か
っ
た
コ
ー
ス
で
も
、

新
し
い
コ
ー
ス
で
も
、
独
自
の

設
定
コ
ー
ス
で
も
Ｏ
Ｋ
。
班
や

支
部
で
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
取
り
組
み
ま
す

「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

健
康
習
慣
を
︑
あ
な
た
自
身
か
ら
家
族
へ
︑
お
友
達
へ
︑
そ
し
て
地
域
へ
広
げ
よ
う

「おくすり班会」を
開いてみませんか

新公園前薬局の薬剤師さんが
お話をしてくれます

健康都市高松に40以上の事業登録。

仲間と励ましあって「健康チャレンジ」

て
み
た
い
、
相
談
し
て
み
た
い

こ
と
は
い
っ
ぱ
い
で
す
。

新
公
園
前
薬
局
（
平
和
病
院

駐
車
場
南
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
）
の
薬
剤
師
さ
ん
た

ち
が
そ
ん
な
組
合
員
さ
ん
の
要

求
に
応
え
て
、
班
会
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
ご
希
望
が
あ

れ
ば
地
域
へ
出

む
い
て
く
れ
て

お
話
を
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

会
場
が
な
い
方

は
、
新
薬
局
の

見
学
も
で
き
る

「
お
く
す
り
班

会
」
も
可
能
で

す
。五

月
十
五

日
、
藤
塚
支
部

の
「
つ
く
し

班
」
の
親
子
六

組
の
皆
さ
ん
が

見
学
も
か
ね
た

「
お
く
す
り
班

会
」
を
開
き
ま

し
た
。
お
子
様
と
ご
い
っ
し
ょ

に
参
加
さ
れ
た
お
母
さ
ん
か
ら

は
「
薬
剤
師
さ
ん
か
ら
『
乳
幼

児
へ
の
お
薬
の
飲
ま
せ
か
た
』

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
、

親
し
く
懇
談
も
で
き
ま
し
た
。

普
段
は
病
気
の
子
供
を
抱
え
急

い
で
お
る
た
め
な
か
な
か
相
談

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
日
は

ゆ
っ
く
り
と
懇
談
が
で
き
と
て

も
有
意
義
だ
っ
た
」
と
感
想
を

お
寄
せ
い
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
「
お
く
す
り

班
会
」
を
開
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
時
は
ご
相
談
の
上
で
決

め
ま
す
。

（
詳
し
く
は
組
合
員
活
動
部

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。）

何でも聞ける おくすり班会

つくし班の皆さんも大満足「見学班会」
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当
病
棟
へ
入
院
し
て
来
ら
れ

る
患
者
様
の
状
態
は
さ
ま
ざ
ま

で
、
過
ご
し
方
も
御
本
人
様
と

御
家
族
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

あ
る
日
、
一
通
の
か
わ
い
ら

し
い
絵
葉
書
が
届
き
ま
し
た
。

＂
先
生
は
じ
め
皆
様
の
見
守

り
の
お
か
げ
で
、
わ
が
ま
ま
患

者
の
旅
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
＂

で
始
ま
り
、
旅
行
中
の
特
産
物

の
お
食
事
や
車
窓
か
ら
の
様
子

が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
昨
年

入
院
さ
れ
て
い
た
七
十
歳
代
の

Ａ
様
で
す
。
登
山
や
温
泉
め
ぐ

り
が
趣
味
で
、
三
泊
四
日
で
信

州
や
東
北
に
友
人
た
ち
と
旅
行

に
出
か
け
ら
れ
、
そ
の
旅
先
よ

り
の
絵
ハ
ガ
キ
で
し
た
。
幸
せ

な
気
持
ち
を
綴
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
入
院
中
は
、
病
院
前
の

紫
雲
山
へ
毎
朝
ス
テ
ッ
キ
を

持
っ
て
散
歩
に
出
か
け
て
は
、

同
じ
散
歩
コ
ー
ス
で
毎
日
出
会

う
方
と
顔
見
知
り
に
な
り
、

「
散
歩
仲
間
が
で
き
た
」
と
い

き
い
き
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

レ
ス
パ
イ
ト
入
院
中
の
Ｂ
様

も
違
っ
た
過
ご
し
方
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
レ
ス
パ
イ
ト
と
は
、

「
一
時
休
止
」「
休
息
」
と
言
う

意
味
で
す
。
在
宅
介
護
な
ど
で

介
護
者
が
疲
れ
切
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
短
期
間
入

院
し
た
り
、
介
護
の
限
界
を
超

え
た
り
、
介
護
不
能
と
な
る
や

む
を
得
な
い
状
況
（
た
と
え
ば

近
親
者
の
冠
婚
葬
祭
な
ど
）
が

起
き
た
場
合
に
、
患
者
が
一
時

的
に
入
院
す
る

こ
と
を
＂
レ
ス

パ
イ
ト
入
院
＂

と
い
い
ま
す
。

Ｂ
様
は
年
末

に
人
の
出
入
り

が
あ
り
、
そ
の

お
世
話
で
ご
自

身
が
疲
れ
て
い
ま
し
た
。
緩
和

ケ
ア
外
来
に
通
院
さ
れ
て
い
た

Ｂ
様
は
、
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
を

希
望
さ
れ
、
痛
み
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
自
分
自
身
の
休
息
目

的
の
た
め
に
入
院
さ
れ
ま
し
た
。

痛
み
が
無
く
な
り
、
病
棟
の

中
を
散
歩
す
る
よ
う
に
な
っ
た

Ｂ
様
は
、
ラ
ウ
ン
ジ
で
食
事
す

る
他
の
入
院
患
者
様
と
も
お
話

看
護
介
護
の
現
場
か
ら

一
通
の
か
わ
い
ら
し
い
絵
葉
書

高
松
平
和
病
院　
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
ケ
ア
病
棟　
香
西
麻
美

を
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
茶
を
し
な
が
ら
、
こ
こ

で
の
生
活
や
こ
の
病
棟
の
特
徴

な
ど
を
教
わ
っ
た
り
、
差
し
入

れ
を
お
す
そ
分
け
す
る
な
ど
自

宅
で
過
ご
す
と
き
と
同
じ
よ
う

に
、
病
棟
で
も
ご
近
所
付
き
合

い
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

緩
和
ケ
ア
病
棟
は
癌
の
積
極

的
治
療
が
終
わ
っ
た
方
、
ま
た

は
積
極
的
治
療
を
し
な
い
と
決

め
た
方
が
療
養
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
最
期
を
待
つ
の
み
で

は
な
く
、
つ
ら
い
症
状
を
緩
和

し
残
さ
れ
た
時
間
を
ど
う
過
ご

す
の
か
、
患
者
様
ご
家
族
と
一

緒
に
考
え
「
そ
の
人
ら
し
く
生

き
て
い
け
る
」
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

日頃よりの「虹の箱」への投書や電話でのご意見ありがとうござい
ます。各利用委員会では皆様からの声をもとに病院への改善や回
答を求めております。皆様のご意見の趣旨に応えていきたいと思
います。今回いただいたご意見への回答は院内掲示での対応とさ
せていただきます。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ご
案
内

一
人
暮
ら
し
の
方
の
お
食
事
会

栗
藤
支
部
で
は
一
人
暮
ら
し

の
組
合
員
さ
ん
に
何
か
出
来
な

い
か
と
考
え
て
、
三
年
前
か
ら

お
食
事
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
食
事
は

旬
の
野
菜
を
味
わ
っ
て
頂
く
事

に
決
ま
り
ま
し
た
。
人
数
は

十
八
人
で
す
。

今
日
の
献
立
は
豆
ご
飯
・
野

菜
の
寄
せ
揚
げ
・
か
し
わ
・
酢

の
物
・
お
す
ま
し
で
す
。
デ

ザ
ー
ト
は
苺
大
福
。
苺
大
福
は

一
人
だ
と
ど
う
し
て
も
多
く

作
っ
て
何
個
も
食
べ
る
こ
と
に

な
る
の
で
困
る
と
の
事
。
大
勢

で
頂
く
食
事
は
ま
た
格
別
で
、

皆
さ
ん
た
っ
ぷ
り
の
量
と
新
鮮

な
野
菜
で
満
足
さ
れ
ま
し
た
。

苺
大
福
は
お
い
し
か
っ
た
と
喜

ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

食
後
は
「
ふ
る
さ
と
」「
茶

摘
」
を
歌
い
幼
少
の
頃
に
思
い

を
は
せ
、「
せ
っ
せ
っ
せ
ー
の

よ
い
よ
い
よ
い
♪
」
と
二
人
で

組
ん
で
手
遊
び
も
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
き
っ
と
体
の
中
の
善

玉
菌
が
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

一
人
三
百
円
で
続
け
ら
れ
る

の
も
、
野
菜
を
提
供
し
て
く
れ

る
方
が
い
る
か
ら
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
笑
顔
を
励

み
に
、
作
る
楽
し
さ
を
力
に
、

続
け
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
い
ま

す
。高

松
エ
リ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

植
村
フ
ミ
エ

Ａ様から病棟に届いた
かわいらしい絵葉書

「せっせっせーのよいよいよい♪」

●お問い合わせ・参加申し込みは各組合員センターまで●

憲法を暮らしにいかし みんなが輝く社会 平和な日本を
まちから村からの連帯で ひとりぼっちの高齢者をなくそう

日本高齢者大会
THE 28th CONVENTION OF JAPAN OLDER PERSONS

9月12日㈮▶13:00～16:30…学習講座・分科会・移動分科会
17:00～19:00…夜の講座・富山学・うたごえ広場・

富山のきき酒

9月13日㈯▶ 9:00～12:00 …全体会（記念講演・報告と決議・文化行事）

記念講演 ▶池田香代子さん（ドイツ文学者・翻訳家・平和運動家）
平和な未来をきずく
　「100人の村、あなたもここに生きています」

　　　 　 ▶1日／2,500円　2日間／5,000円参加費

第12回全日本民医連

共同組織活動交流集会

憲法・平和・いのち輝かそう
～安心して住み続けられるまちづくり～

　 2014年9月7日㈰～8日㈪
開催場所  兵庫県神戸市・国際展示場、国際会議場、神戸

ポートピアホテル

日　　時

in 近畿（神戸）メインテーマ
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①　

下
側
の
絵
に
は
六
つ
の
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
す
。

官
製
ハ
ガ
キ
に
下
側
の
絵
だ
け
貼
っ
て
、
ま
ち
が
い
箇
所
に

赤
色
印
を
つ
け
て
下
さ
い
。
余
白
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
ご
記
入
の
上
、
身
近
な
出
来
事
、
ご
意
見
、
ご
感
想
な

ど
、
何
か
「
一
言
」
を
そ
え
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ご
意
見
、
ご

感
想
は
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
匿
名
希

望
の
方
は
そ
の
旨
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。）

②　

〆
切　

七
月
末
日

③　

抽
選
で
六
名
様
に
「
粗
品
」
進
呈
。

④　

当
選
者
は
誌
面
に
て
発
表
し
ま
す
。

⑤　

宛
先
〒
七
六
〇� –�

〇
〇
七
三

高
松
市
栗
林
町
一–�

三� –�

二
十
四

香
川
医
療
生
協
内　
『
み
ん
な
の
健
康
』
編
集
部

五
月
号
の
応
募
は
四
十
六
通
で
、
正
解
者
は
四
十
二
名
で
し

た
。
抽
選
の
結
果
次
の
六
名
の
方
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

　

Ｏ
・
Ｍ　
　

高
松
市�

三
原　

靖
夫　

善
通
寺
市

辻
村　

美
栄　

丸
亀
市�

　

Ｓ
・
Ｎ　
　

高
松
市

　

Ｓ
・
Ｈ　
　

丸
亀
市�

西
村
喜
美
子　

高
松
市

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
麻

姑
掻
痒
の
サ
ー
ビ
ス
で
毎
朝
の

お
迎
え
を
心
待
ち
に
し
て
嬉
嬉

と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

真
の
平
和
と
は

善
通
寺
市　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん

あ
る
新
聞
に
「
岐
路
に
立
つ

平
和
国
家
、
首
相
『
情
念
』
で

突
き
進
む
。」
と
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
感
情
を
冷
静
に
抑
制

す
る
こ
と
も
な
く
た
だ
持
論
を

展
開
。
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
と
述
べ
た
だ
け
で
は
危

な
っ
か
し
く
思
い
ま
す
。
国
民

に
信
を
問
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

「
愛
」

高
松
市　

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん

「
あ
な
た
が
居
る
か
ら
が
ん

ば
れ
る
。
あ
な
た
は
私
が
居
る

か
ら
が
ん
ば
れ
る
。」
と
お
互

い
支
え
愛
、
信
じ
愛
、
寄
り
添

い
愛
。
そ
う
思
い
な
が
ら
歩
い

て
生
き
た
い
で
す
。

五
月
号
「
フ
ク
シ
マ
か
ら
の
被

災
者
」
無
料
健
診
を
読
ん
で

高
松
市　

Ｓ
・
Ｙ
さ
ん

あ
の
日
か
ら
三
年
た
っ
て
風

化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
三
年

後
の
今
こ
そ
表
面
化
し
た
問
題

に
対
し
て
自
分
た
ち
に
で
き
る

支
援
を
！
」
と
い
う
考
え
、
と

て
も
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
被
災
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
静
岡
出
身
で
地
震

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
生
活
し

ま
し
た
し
、
実
家
の
両
親
が
ど

う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
不
安

に
思
っ
て
い
る
の
で
、
被
災
者

の
方
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
今

後
と
も
で
き
る
範
囲
の
協
力
が

出
来
た
ら
と
思
い
ま
す
。

禁
煙
に
大
成
功
！

高
松
市　

熱
田
耕
作
さ
ん

息
子
が
高
松
平
和
病
院
の
禁

煙
外
来
に
行
き
、
お
か
げ
様
で

禁
煙
に
成
功
し
ま
し
た
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
十
月

に
は
孫
が
生
ま
れ
ま
す
。
楽
し

み
で
す
。

初
孫
♪

木
田
郡　

Ｋ
・
Ｔ
さ
ん

い
つ
も
胃
カ
メ
ラ
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
度
、
初

孫
が
生
ま
れ
る
予
定
で
す
。
と

て
も
楽
し
み
で
す
。
長
生
き
出

来
る
様
に
身
体
を
気
遣
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

花
の
香
り
に
誘
わ
れ
て

高
松
市　

青
木
洋
子
さ
ん

最
近
歩
い
て
い
る
と
い
ろ
い

ろ
の
花
が
咲
い
て
つ
い
近
く
に

よ
っ
て
匂
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
い
る
組
合
員
さ
ん
か

ら
健
康
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

環
水
平
ア
ー
ク

高
松
市　

Ｄ
・
Ａ
さ
ん

五
月
四
日
に
次
男
が
「
虹
が

出
て
る
！
」
と
い
う
の
で
空
を

見
る
と
本
当
に
き
れ
い
な
虹
が

出
て
い
ま
し
た
。
雨
も
降
っ
て

お
ら
ず
不
思
議
に
思
っ
て
い
る

と
ネ
ッ
ト
で
〔
環
水
平
ア
ー

ク
〕
と
い
う
も
の
で
あ
る
事
が

分
か
り
ま
し
た
。
夏
至
を
挟
ん

だ
半
年
間
し
か
見
ら
れ
な
い
貴

重
な
も
の
で
し
た
。
見
ら
れ
て

ラ
ッ
キ
ー
で
し
た
♪

何
事
も
前
向
き
に

丸
亀
市　

大
西
恵
美
子
さ
ん

足
を
痛
め
て
整
形
に
。
良
く

も
悪
く
も
取
り
方
ひ
と
つ
。
直

る
ぞ
！
直
す
ぞ
！
頑
張
る
ぞ
！

気
の
持
ち
方
で
直
し
ま
す
。

ほ
が
ら
か

善
通
寺
市　

三
原
靖
夫
さ
ん

善
通
寺
診
療
所
の
ほ
が
ら
か

に
老
妻
が
お
世
話
に
な
っ
て
い

南
ブ
ロ
ッ
ク　

多
肥
支
部

小
野
祥
子
さ
ん

（
配
布
11
部
）

三
年
ほ
ど
前
、
子
供
が
硬
筆

を
習
う
き
っ
か
け
で
「
南
セ
ン

タ
ー
は
ー
も
に
ー
」
へ
通
い
、

そ
の
時
か
ら
手
配
り
を
し
て
い

ま
す
。
い
つ
も
子
供
た
ち
と
自

転
車
で
楽
し
く
配
っ
て
い
ま
す
。

日
々
、
子
供
達
の
成
長
は

楽
し
み
で
す
が
こ
う
や
っ
て
一

緒
に
配
れ
る
の
は
あ
と
何
年
か

な
～
と
思
う
と
毎
回
が
大
切
な

思
い
出
で
す
。
ま
だ
し
ば
ら
く

は
、
三
人
で
楽
し
く
配
れ
そ
う

で
す
。

読
者
だ
よ
り

手
配
り
さん
登
場

手
配
り
さ
ん
募
集

い
つ
も
ご
愛
読
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。『
み
ん
な
の

健
康
』の
配
達
を
手
伝
っ
て
く

だ
さ
る
方
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。支
部・班
の
役
員
の
方
か
、

組
合
員
活
動
部
の
ほ
う
へ
お

願
い
し
ま
す
。

〇
八
七
・
八
三
三
・
八
一
一
五

〈7月号〉

エコキャップ最終報告!!
最終累計数 1,147,529個
これまでにエコキャップ推進協会

を通じ1,334人分のポリオワクチン
募金を「世界の子どもにワクチンを
日本委員会（JCV）」に寄付すること
ができました。ご協力ありがとうご
ざいました。
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高 松 協 同 病 院 ☎（087）833－2330
■内科・リハビリ科 ●午前中の受付は12時迄です。

月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 田中・中尾
宮田

田中・中尾
宮田（第2・4）北原紀

田中
宮田・北原紀

田中
宮田（第1・3）北原紀

宮田・中尾
北原紀

北原紀（第1・4）
宮田（第1・3）

田中・中尾（第2・4）
北原孝（第3・5）午後　3:00 ～ 6 :00 田中・宮田

中尾・北原紀
田中・中尾
北原紀 宮田　北原紀 田中　北原紀 北原孝・中尾

宮田

■外科・整形外科
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 田中 田中 田中 田中 田中（第1・第3は休み）
午後　3:00 ～ 6 :00 田中 田中 田中

へいわこどもクリニック ☎（087）835－2026　病児保育はとぽっぽ ☎087－835－2065
月 火 水 木 金 土

午�　　　前 9:00 ～ 12 :00 9 :00 ～ 12 :00 9 :00 ～ 12 :00 9 :00 ～ 12 :00 9 :00 ～ 12 :00 9 :00 ～ 13 :00
午�　　　後 4:00 ～ 7 :00 4 :00 ～ 7 :00 4 :00 ～ 7 :00 4 :00 ～ 7 :00 4 :00 ～ 7 :00

●月・火・水・金午後1:30 ～ 4:00は、乳幼児健診、予防接種、専門外来などを行っています。

善 通 寺 診 療 所 ☎（0877）62－0311
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 藤原 担当医 藤原 藤原 藤原 藤原/担当医
午後　3:00 ～ 6 :00 藤原 藤原 藤原/担当医

●火・木午後は往診を行っています。

生 協 み き 診 療 所 ☎（087）891－0303
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 担当医（内科）梶　（内　科）梶　（内　科）担当医（内科）梶　（内　科） 担当医
午後　3:00 ～ 6 :00 担当医（往診後外来）

平野（小児科）梶　（内　科）梶　（内　科）平野（小児科）
梶（往診後外来）
平野（小児科）

●往診時間外の急患の方は、平和病院で対応させていただきます。お電話で平和病院（☎833－8113）へご連絡のうえ、平和病院へお越し下さい。

生 協 へ い わ 歯 科 ☎（087）837－6480
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 尾山　砂田 尾山　砂田　今川 尾山　砂田 尾山　砂田 尾山　今川 担当医
午後 12 :30 ～　6 :00 尾山 砂田　今川 砂田 尾平野　今川
夜間　6:00 ～　7 :30 砂田 尾山 尾山 尾山　尾平野

コープ歯科まるがめ ☎（0877）58－1888
月 火 水 木 金 土

午前　9:00 ～ 12 :30 尾平野・今川 尾平野 尾平野・今川 尾平野・今川 尾平野・砂田 担当医
午後　2:00 ～ 7 :00 尾平野・今川 尾平野 尾平野・今川 砂田

診 療 案 内診 療 案 内香 川 医 療 生 活 協 同 組 合
高 松 平 和 病 院 （指定救急病院） 代表電話:087－833－8113（下記の直通電話をご利用下さい）

月 火 水 木 金 土

内 科
☎833-8114

午　前
9:00 ～ 12 :00 蓮井・担当医

蓮井・大池
長町・担当医

高木（8 : 45 ～）
担当医・大池

高木（8 : 45 ～）・大池
佐藤龍・担当医

蓮井
原田・担当医

担当医
（一診・二診）

午　後
3:00 ～ 6 :00 高木・佐藤龍

原田　　　�　
担当医（3 : 00 ～）

担当医（3 : 00 ～）　
北原孝（4 : 00 ～ 5 : 30）

高木・大池
担当医

●医師体制の都合により、木曜午後の診療は休診とさせていただいております。
乳 腺 外 来
☎833-8113

午　前
9:00 ～ 12 :00 何森亜 何森亜

（第1・3・5） 何森亜
●乳腺外来は午後休診です。

緩 和 ケ ア
相 談 外 来
☎833-8113

午　前
11:00～ 12:30

吉川
（事前予約要）

午　後
�3 :00 ～ 5 :00

吉川
（事前予約要）

中島
（事前予約要）

整 形 外 科
☎833-8113

午　前
（予約優先） ※真鍋・中平 中平 真鍋 真鍋・髙橋 中平 真鍋（第1・3・5）

担当医（第2・4）森口（第4）
午　後

�3� : 00 ～ 5 :00
（完全予約制）

田賀谷

禁 煙 外 来 北原孝 水 16 :00 ～ 17 :30

緩 和 ケ ア
相 談 外 来

吉川 月 15 :00 ～ 17 :00
水 11 :00 ～ 12 :30

中島 水 15 :00 ～ 17 :00

乳 腺 外 来 何森亜
火 ９:00 ～ 12 :00
第1・3・5 ９:00 ～ 12 :00
木 ９:00 ～ 12 :00

●　専　門　診　療　●

★
診
療
体
制
に
つ
い
て

●内　　科 �・�午前の予約をお取りでない方の受付時間は12時までとさせていただいております。
�・�午後の予約をお取りでない方の診療開始時間は4時からとさせていただいております。

●整形外科

�・�診察は予約優先となっておりますが、月～土曜日の8：30 ～ 9：30まで当日受付も行っております。
�・�当院を初めて受診される方の受付は、月～土曜日の8：30 ～ 11：00までとなっております。
�・�医師体制の都合により、誠に申し訳ございませんが、急な痛みや外傷での当日受診には対応いたしかねております
ので、他院を受診いただきますようお願い申し上げます。

�・�緊急手術により予約をお取りでない方の受付ができない場合がありますので、予めご了承下さい。
※月曜8:45 ～ 10:00の真鍋の診察は、当科初診の患者となります。

診察予約・お問合わせは各科
直通電話をご利用下さい

外
来
部
門

【受付時間】
内科
平日 9:00 ～ 18:00　土曜 9:00 ～ 12:30
緩和ケア相談外来、乳腺外来
平日 9:00 ～ 17:00　土曜 9:00 ～ 12:30
整形外科
平日11:00～17:00　土曜 11:00 ～ 12:30
医事課 ☎087�-�833�-�8112
内　科 ☎087�-�833�-�8114

入
院
部
門

【受付時間】9:00 ～ 21:00
3 病棟 ☎087�-�833�-�8895
4 病棟 ☎087�-�833�-�8912

健
診
部
門

【受付時間】
平　日 9:00 ～ 17:00
土曜日 9:00 ～ 12:30
健康づくり課 ☎087�-�833�-�8524

2014年7月1日現在

内
　
　
科

糖 尿 病 大池医師の外来担当時に診察いたします。
循 環 器
高 血 圧 高木医師の外来担当時に診察いたします。

肝 臓 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。
消 化 器 蓮井医師の外来担当時に診察いたします。
呼 吸 器 原田医師の外来担当時に診察いたします。

〈高松平和病院エリア〉
介 護 老 人 保 健 施 設「 虹 の 里 」

☎（087）862 － 6541
老人介護支援センター「ほのぼの」

☎（087）862 － 6516
訪問看護ステーション「ひまわり」

☎（087）862 － 1039
ヘルパーステーション「虹の里」

☎（087）862 － 6689
デイサービスセンター「はーもにー」（太田）

☎（087）815 － 5631
デイサービスセンター「はーもにー栗林」

☎（087）833 － 6250
デイサービスセンター「はーもにーぽっぽ藤塚」

☎（087）813 － 1621
ヘルパーステーション「はーもにー」

☎（087）815 － 5651
居宅介護支援事業所「はーもにー」

☎（087）888 － 7175
〈高松協同病院エリア〉

デ イ サ ー ビ ス 協 同
☎（087）833 － 2347

デ イ サ ー ビ ス 木 太 協 同
☎（087）812 － 5840

介 護 支 援 セ ン タ ー 協 同
☎（087）812 － 5502

高松協同病院通所リハビリテーション
☎（087）833 － 2401

高松協同病院訪問リハビリテーション
☎（087）833 － 2416

デイサービス「はーもにー六条」（民家型）
☎（087）887 － 2603

ヘルパーステーション「はーもにー協同」
☎（087）887 － 2645

〈善通寺診療所エリア〉
訪問看護ステーション「ほがらか」

☎（0877）56 － 5566
ヘルパーステーション「ほがらか」

☎（0877） 56 － 5578
〈生協みき診療所エリア〉

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 － 0503

ヘ ル パ ー ス テ ー シ ョ ン「 み き 」
☎（087）891 － 0532
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も
一
市
を
除
い
て
そ
う
な
っ
て

い
ま
す
。
一
八
歳
ま
で
無
料
に

し
て
い
る
自
治
体
も
で
は
じ
め

て
い
ま
す
。
一
部
助
成
す
る
府

県
も
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
八
月
、
香
川
県
知
事
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
実
現
し
て
ほ

し
い
施
策
と
し
て
大
い
に
注
目

し
ま
し
ょ
う
。

（
香
川
医
療
生
協
理
事

刎
田
鉱
造
）

地
図
を
見
て
下
さ
い
。
香

川
の
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
現
状
で
す
。
ご
覧
に
な
れ

ば
一
目
瞭
然
で
す
が
、
最
近

の
数
年
間
で
市
民
の
運
動
や

議
会
で
の
努
力
が
実
っ
て
中

学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料

化
が
ど
ん
ど
ん
実
現
し
ま
し

た
。県

都
・
高
松
市
で
は
民
主

市
政
を
き
ず
く
高
松
市
連
絡

会
が
「
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
求
め
る
署

名
」
を
す
す
め
、
去
年
五
月

三
十
日
約
二
〇
〇
〇
筆
と
要

望
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
医
療
生
協

も
大
い
に
協
力
し
て
現
在

八
〇
〇
〇
筆
に
達
す
る
な
ど

運
動
を
強
め
て
来
ま
し
た
。

市
議
会
内
外
で
の
奮
闘
も
あ

り
「
中
学
卒
業
ま
で
入
院
費

を
四
月
か
ら
無
料
に
す
る
。

こ
の
八
月
か
ら
は
現
物
給
付

と
す
る
」
成
果
と
な
り
ま
し

た
。
東
讃
各
地
と
同
様
通
院

費
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で

す
。都

や
県
が
助
成
に
踏
み
切

れ
ば
事
態
は
一
挙
に
進
み
ま

す
。
東
京
、
群
馬
、
鳥
取
で

は
一
五
歳
（
中
学
卒
ま
で
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
埼
玉
で

子
育
て
中
の
パ
パ
、
マ
マ
ご
存
知
で
す
か
？

香
川
県
で
も
高
齢
者
人
口

（
六
十
五
歳
以
上
）は
二
〇
一
五

年
に
は
三
〇
％
を
超
え
ま
す
。

そ
し
て
一
人
暮
ら
し
、
あ
る

い
は
高
齢
者
夫
婦
の
数
は
、

十
一
万
七
千
人
（
二
〇
一
〇

年
）
か
ら
十
四
万
九
千
人

（
二
〇
一
五
年
）に
増
え
、
高
齢

者
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）
に

占
め
る
割
合
は
、
四
六
・
〇
％

か
ら
五
四
・
一
％
へ
と
増
加
し

ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
地

域
で
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
な

く
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
」
の
方
を

な
く
す
、
あ
る
い
は
生
活
の
よ

う
す
や
困
り
ご
と
な
ど
へ
気
を

か
け
あ
う
、
そ
ん
な
ま
ち
づ
く

り
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

★
「
見
守
り
活
動
」
に
ご
協
力

下
さ
い
。

「
医
療
生
協
の
機
関
紙
を
手

配
り
す
る
際
に
は
で
き
る
だ
け

声
か
け
て
い
る
の
」「
洗
濯
物

や
新
聞
な
ど
が
溜
ま
っ
て
い
る

と
こ
ろ
は
気
に
な
る
わ
」「
玄

関
か
ら
お
声
か
け
し
た
ら
、
具

合
が
悪
く
、
一
人
で
寝
込
ん
で

い
る
の
が
わ
か
っ
た
の
」
な

ど
、
機
関
紙
の
手
配
り
さ
ん
の

活
動
が
「
高
齢
者
世
帯
へ
の
見

守
り
活
動
」

に
つ
な
が
っ

て
き
て
い
ま

す
。
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら

自
治
体
な
ど

と
「
見
守
り

協
定
」
を
結

ん
で
い
き
ま

す
の
で
、
見

守
り
活
動
が

広
げ
ら
れ
る

よ
う
手
配
り

さ
ん
ふ
や
し

に
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

★
「
高
齢
者
居
場
所
づ
く
り
事

業
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

す
で
に
数
箇
所
の
支
部
で

「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」「
お
食
事

会
」「
ロ
コ
モ
体
操
の
グ
ル
ー

プ
」
な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
地
域
の
中
で
、
高

齢
者
の
介
護
予
防
や
健
康
づ
く

り
の
推
進
を
め
ざ
し
て
、
高
齢

者
が
気
軽
に
集
え
る
「
居
場
所

づ
く
り
」
を
行
政
が
呼
び
か

け
、
施
設
整
備
や
運
営
な
ど
の

助
成
金
な
ど
も
設
定
し
て
い
ま

す
。
昨
年
一
年
間
、
夢
プ
ラ
ン

委
員
会
を
は
じ
め
様
々
な
場
で

「
ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
続
け
た

い
か
」
支
部
で
問
い
か
け
地
域

ご
と
に
相
談
さ
れ
て
い
る
プ
ラ

ン
づ
く
り
に
そ
っ
て
自
治
体
ご

と
の
「
高
齢
者
居
場
所
づ
く
り

事
業
」
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
ご
一
緒
に
!!お変わりないですか？高須支部の高齢者訪問

支部で「居場所づくり」に挑戦しませんか

多くの市民の皆さんが署名に快く協力!!

香川県の「子ども医療費助成制度」

通院・入院とも中学校まで 通院未就学・入院中学卒まで


